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青果物腐敗を起 こす糸状菌

獅山慈孝●1,寺下隆夫■1,吉川賢太郎●1,

成瀬知詠子'l,小沢佳子●1,津田盛也●Z 

I.は じめ に 物の被審調査は FAO,農林水産省などの統計によっ

AOの報告に

の成果が挙げられている.一般に,圃場における作 よれば,市場病啓による被害は屠場における被啓の 
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001人口増加の予想される2世紀に向けて食料の恒常 て行われ,多い場合で2-3%に連するといわれて

的生産と保健 ･衛生的見地からの安全性5)がクロー いる2㌔ しかし,収穫作物が消費者の手に入るまでの

ズアップされてきた｡現在,食料の生産について生 選別,輸送,貯蔵,包装,加工,市場などでみられ

物工学 ･漣伝子工学 ･生物制御システム工学などの るいわゆるポス トハーベス トの被磐は明 らかでな

分野から丑産 ･良質型作物 と病虫啓抵抗性作物の作 く,調査が困難のためそれら過程における基礎的研

F出ならびに薬物による作物保護技術が進み,かなり 究は旭傾き作物の場合に比べて少ない｡ 
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倍に達するといわれている22)｡例えば,タマネギの 
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分稚菌のプレパラー トをラタトフェノール液 (フ 本実検で供試した腐敗青果物から分艦 ･同定され

ェノール :乳酸 :グリセ リン:脱 イオン水 -1: た病原菌のほとんどは柑橘類,核黒帯,仁黒須,菜
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